
告

示

地

域

東
京
都
千
代
田
区

平
河
町
一
丁
目
（
五
番
及
び
六
番
に
限
る
。）

平
河
町
二
丁
目

紀
尾
井
町
（
一
番
か
ら
三
番
ま
で
に
限
る
。）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま
れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五

号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域

に
含
ま
れ
な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と
も
一
方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間

並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交
差
点

名

称

自
由
民
主
党
本
部
周
辺
地
域

期

間

平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
二
月
十
六
日
ま
で

第
一
項
の
表
中「

イ
ン
タ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

0
1
2

」を 「

イ
ン
タ
ー
テ
ッ
ク

一
般
財
団
法
人
日

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

本
品
質
保
証
機
構

0
1
2

0
1
3

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
札
幌
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
日
本
語
科
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

北
海
道
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学
校

北
海
道

別
表
第
一
の
若
葉
国
際
教
育
学
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

王
子
国
際
語
学
院

埼
玉
県

浦
和
国
際
学
院
埼
玉
校

埼
玉
県

別
表
第
一
の
船
橋
国
際
外
語
学
院
北
校
の
項
中
「
船
橋
国
際
外
語
学
院
北
校
」
を
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
日
本
語
学
校
」

に
改
め
、
同
表
の
船
橋
国
際
外
語
学
院
湊
校
の
項
中
「
船
橋
国
際
外
語
学
院
湊
校
」
を「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
」

に
改
め
、
同
表
の
国
際
ト
ラ
ベ
ル
・
ホ
テ
ル
専
門
学
校
日
本
語
科
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

学
校
法
人
松
山
学
園
松
山
日
本
語
学
校

千
葉
県

別
表
第
一
の
亜
細
亜
友
之
会
日
本
語
学
校
の
項
中
「
亜
細
亜
友
之
会
日
本
語
学
校
」
を「
亜
細
亜
友
之
会
外
語
学
院
」

に
改
め
、
同
表
の
日
新
ア
カ
デ
ミ
ー
日
本
語
学
校
の
項
中
「
日
新
ア
カ
デ
ミ
ー
日
本
語
学
校
」
を
「
共
立
財
団
日
語
学

院
」
に
改
め
、
同
表
の
王
子
国
際
語
学
院
の
項
を
削
り
、
同
表
の
サ
ン
カ
レ
ッ
ジ
東
京
の
項
中「
サ
ン
カ
レ
ッ
ジ
東
京
」

を
「
バ
ン
タ
ン
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
」
に
改
め
、
同
表
の
ホ
ツ
マ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
東
京
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

國
際
英
才
学
苑

東
京
都

平成™›年™月˜›日 火曜日 第œ�šŸ号官 報
〇
内
閣
府
告
示
第
三
十
六
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
内

閣
府
告
示
第
四
百
九
十
六
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日

付
け
で
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

長
久
手
市

二

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

長
久
手
市
よ
く
遊
び
自
然
に
親
し
む
給
食
特
区

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

長
久
手
市
の
全
域

四

変
更
後
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、

構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。）
公
立
保
育
所
に
お
け
る
給
食
の
外
部
搬
入
方
式
の
容
認
事
業
（
九
二
〇
）

〇
総
務
省
告
示
第
二
十
三
号

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域
の
静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九

十
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
議
長
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
地
域

を
政
党
事
務
所
周
辺
地
域
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

〇
総
務
省
告
示
第
二
十
四
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
登
録
を
し
た
の
で
、
同
法
第
三

十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

一

登
録
証
明
機
関
の
名
称
及
び
住
所

一
般
財
団
法
人
日
本
品
質
保
証
機
構

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
五
番
二
号

二

登
録
に
係
る
事
業
の
区
分

電
波
法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業

三

技
術
基
準
適
合
証
明
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

安
全
電
磁
セ
ン
タ
ー

東
京
都
世
田
谷
区
砧
一
丁
目
二
十
一
番
二
十
五
号

四

技
術
基
準
適
合
証
明
の
業
務
の
開
始
の
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月
九
日

〇
総
務
省
告
示
第
二
十
五
号

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
郵
政
省
令
第
三
十
七
号
）
様
式
第
七
号

注
４
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五
年
総
務
省
告
示
第
四
百
六
十
号（
特
定
無
線
設
備
に
付
す
る
文
字
等
を
定
め
る
件
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

〇
法
務
省
告
示
第
五
十
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
年
法
務

省
告
示
第
百
四
十
五
号
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学
の
在

留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫
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